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「気象台 赤坂葵町時代」 岡順次（1973） 気象庁（1975)掲載



気象庁「東京」観測点の年平均気温気象庁 東京」観測点の年平均気温
（1981～2010年平均値基準）

• 世界平均の３倍世界平均の３倍
以上の上昇率

都市効果の寄与–都市効果の寄与

• 明治初期で人口
は100万超
–既に都市効果

観 始期

既に都市効果

• ３回の移転
葵町 代官町 竹平町 大手町

観測開始期からの
設置環境などメタ情
報把握が必要
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報把握が必要データ出典：気象庁



気象庁「東京」観測点気象庁「東京」観測点
の移転

北の丸公園 (2011年8月1日～試験運用中)

大手町 1964年10月1日～現在

竹平町 1923年1月1日～1964年9月30日

代官町 1882年7月1日～ 1922年12月31日

葵町 1875年6月1日～1882年6月30日
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気象庁「東京」観測点の変遷気象庁「東京」観測点の変遷

葵町 1875年6月1日～1882年6月30日 代官町 1882年7月1日～ 1922年12月31日

北の丸公園 (2011年8
月1日～試験運用中)
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竹平町 1923年1月1日～1964年9月30日 大手町 1964年10月1日～現在

月1日 試験運用中)

画・写真出典：気象庁



気象庁公式史気象庁公式史

年（明治 ） 月 日東京府第２大区（の• 1875年（明治8） 6月1日東京府第２大区（の
ち赤坂区）溜池葵町内務省地理寮構内で気
象業務を 始 気象庁 前身東京気象台象業務を開始（気象庁の前身東京気象台）
地震観測と１日３回の気象観測を開始

• 1942（昭和17）年 「6月1日」を気象記念日に
制定制定

ただし 「気象百年史」（気象庁 1975）では気• ただし、「気象百年史」（気象庁、1975）では気
象観測の開始は6月5日としている
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気象庁公式史(2)気象庁公式史(2)

年（明治 ） 工部省測量司お雇い1873年（明治6） 工部省測量司お雇いH. B 
Joynerによる気象観測の建議。 シバエビ 鈴木勝久・画

www.food.maruha‐nichiro.co.jp

測量正河野通信、一時帰国する測量司お雇い
C. A. McVeanとともに渡英。測量器械に加え気象
観測器械調達観測器械調達。

1874年（明治7）測量司内務省に移管。
Colin Alexander McVean

www.kosmoid.net

H. Scharbauが英国で調達した観測器械とと
もに来日。も 来 。

1875年（明治8） Joynerによる内務省地理寮構
内での観測開始。当年中は１名で毎日観測。
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内での観測開始。当年中は１名で毎日観測。



観測開始は6月1日か観測開始は6月1日か
• 観測の開始を示す一次史

測器・観測要素別観測データ掲載開始日。測器名は現代風に直した。 
• 観測の開始を示す一次史
料・資料は未発見。印刷資
料・二次資料のみ。

測器または観測要素 観測データ掲載開始日 

乾球温度計・湿球温度計（水銀） 

1875 年 6 月 5 日 雨量計（口径 0.2m） 

キング式水銀自記気圧計 料 次資料 。

• 現存最古のデータは6月5日。
• 順次観測要素が増加。1876

キング式水銀自記気圧計

フィリップ式最高温度計（水銀）・ラ

ザフォード式最低温度計（アルコー

ル） 

1875 年 6 月 10 日 

無気中日温最高温度計（水銀）・日 順次観測要素が増加。1876
年1月にはほぼすべてが揃
う。

無気中日温最高温度計（水銀） 日

温最高温度計（水銀）・地温最低温

度計（アルコール） 

1875 年 6 月 11 日 

フォルタン型水銀気圧計 1875 年 6 月 30 日 

パルミエリ 式地震計 （1875年7月8日初の地震観測）

• 観測開始の日に言及した史
料は最も早いもので1882年
（6月5日）／1893年（6月1

パルミエリー式地震計 （1875年7月8日初の地震観測） 

雲形 1875 年 9 月 3 日 

1875 年 9 月 18 日 雲量 

ロビンソン式自記風力計 

ダ 計
1875 年 12 月 22 日

（6月5日）／1893年（6月1
日）

（＋ダインス式風圧計？） 
1875 年 12 月 22 日

シェンバイン式オゾン計 1876 年 1 月 1 日 

地中温度計 1878 年 6 月 1 日 

蒸発計（口径 0.2m） 1878 年 7 月 17 日 
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1875年5月の観測データの存在を示
唆する記述の発見（Milne, 1886）

地震観測データは1875年5月のものは地震観測デ タは1875年5月のものは
Knipping (1878)によるものと判明。

ただし 1875年5月からの自記気圧計のただし、 1875年5月からの自記気圧計の
データが荒井郁之助から提供されたことが
強く示唆される。
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John Milne(1850‐1913) 荒井郁之助（1836～1909) 
東京気象台長“日本地震学の父”

'Father of Modern Seismology’



地震発生時刻の比較地震発生時刻の比較
Milne(1880)Knipping(1878)

このデータは荒井
郁之助から提供さ
れたはずなのだれたはずなのだ
が？

気象台半旬観測表（正式名称 発行年不明）
溜池葵町で現存する最初
の地震記録

気象台半旬観測表（正式名称・発行年不明）
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12時間遅れている。少なくとも1878年6月まで続く。



観測時刻の精度観測時刻の精度

• Milne(1880)とKnipping(1878)
に記載された50回の地震の
時刻を比較

１時間や１日ずれて記録さ• １時間や１日ずれて記録さ
れたものもあるが、それらを
除くと差の平均は 秒 標準除くと差の平均は4秒、標準
偏差は3分弱。

ただし、Milne(1880)と同一のはずの気象台
の記録は少なくとも1878年6月まではすべて
12時間遅れて記載されている（謎）
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12時間遅れて記載されている（謎）。



観測所位置の推定観測所位置の推定

馬場信倫（1858～1940、1886年
から気象観測に従事）が1986年当
時の観測所の状況について、
1915年に述べたとされる演説（荒
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50m 川、1941に掲載）

参謀本部陸軍部測量局. (1884). 五千分一東京図測量原図



観測所位置の推定観測所位置の推定

秒までの位置の記載秒までの位置の記載
があるが、20′ほど東
の位置だ た 緯度の位置だった。緯度、
標高は正確だった。

TOKIOでなく、TOKEIだったでなく、 だ た
（1983年途中まで）。

北緯 東経 海抜
東京気象台記録 35 39 50 139 45 10 19.2m（63feet）
今回決定値（世界測地系） 35 40 02 139 44 38 20m
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今回決定値（世界測地系） 35 40 02 139 44 38 20m
（日本測地系） 35 39 50 139 44 50



観測所位置の推定観測所位置の推定

観測所のあったと
推定される場所は

米国大使館

推定される場所は
削られて建物が
建っている建っている。

唯一北西側の崖
が当時の地形をが当時の地形を
残している。ホテルオークラ東京

大倉集古館
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50m



現在の溜池葵町
（港区虎ノ門二丁目）
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50m



気象観測点としての溜池葵町の特徴気象観測点としての溜池葵町の特徴

• 観測原資料が 切残っていない• 観測原資料が一切残っていない
• 明確でない観測開始日

– 5月～6月頃から準備のできたものから順次開始– 5月～6月頃から準備のできたものから順次開始
– 測風台は1985年12月までに建設
現在まで発見の資料・史料では「明治8年5月器械ノ据付成ル…6
月1日気象観測ヲ開始」（中央気象台 1900）とは程遠い状況にみ月1日気象観測ヲ開始」（中央気象台、1900）とは程遠い状況にみ
える

• 特異な観測環境（急傾斜地に挟まれた平地）
ば– 通常では観測地としては選ばれない

• 大掛かりな観測装置整備• 大掛かりな観測装置整備
– 「大」風力計、「大」晴雨計など
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溜池葵町の観測メタ情報の評価溜池葵町の観測メタ情報の評価

観 時刻 精度 気象観• 観測時刻の精度は気象観測としては問題ない
水準。

• この年代の位置情報は確認の必要がある。
• 記載の一部に12時間遅れていると見られるなど記載 部 時間遅れ る 見られるな
不可解な点あり。

• （肝心の）観測データの精度的品質については
設置環境 使用測器の特徴なども考慮して今後設置環境、使用測器の特徴なども考慮して今後
評価する必要がある
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今後の課題今後の課題

気象技術的な課題• 気象技術的な課題
– 測器特性・設置環境から見た観測データの評価。
この場所が選ばれた経緯– この場所が選ばれた経緯。

• 気象行政史的な課題
– 気象観測の建議が行われて、英国から器械が調達され気象観測の建議が行われて、英国から器械が調達され
た後、観測開始までの空白の１年間の事情と、行政機構
の改革（工部省測量司→内務省地理寮）の影響
建設工事 測量のために来日していたお雇い外国人（彼– 建設工事、測量のために来日していたお雇い外国人（彼
らの専門は測量・公共工事である）が気象観測を建議し
た目的・理由
「東京気象台 という名の組織は最後（ 年）まで存在– 「東京気象台」という名の組織は最後（1987年）まで存在
しなかったが、名称使用は1982年に一挙に推進されたよ
うに見える。その背景。
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